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Ⅰ 緒言 

バドミントンではシャトルをより高く、より早く捕らえ

ることを基本とするため、肩よりも高い位置でシャトルを

捕らえて打つオーバーハンドストロークは、ラリーを制す

るためには欠かせない。このストロークからは多くのショ

ットが繰り出されるが、それら全てにおいて同じ準備動作

を用いることができれば、より理想的と言われる。この理

想的な動作を習得するには、それらショットの中でも最も

初歩的なハイクリアーをマスターすることが先決となる。 

そこで本研究では、バドミントンの熟練者と非熟練者の

両群の比較を筋電図学的に観察し、その競技レベルでの違

いを明らかにすることで、オーバーハンドストローク動作

習得の重要性を検討することを目的とした。 

Ⅱ 方法 

 被験者は早稲田大学バドミントン部、またはバドミント

ンサークルに所属し 10 年以上の経験を持つ 6 名と、未経

験者の 6 名とした。実験ではハイクリアー時の筋電図の測

定を行なった。被験筋は利き腕側の尺側手根屈筋、橈側手

根伸筋、上腕二頭筋、上腕三頭筋、三角筋前部、僧帽筋上

部・中部・下部の 6 筋 8 部位とした。その後得られたデー

タより最大振幅とインパクトの時間差を求めた。さらに安

静時の波形から 0.5sec を抽出し、平均化して 2SD を求め、

その値を基準として筋活動開始時刻を特定し、インパクト

の時間差を求めた。それらのデータと共に波形パターンの

経験者と未経験者の差異を比較検討した。 

Ⅲ 結果 

 インパクトと最大振幅の時間差の結果では上腕二頭筋

と三角筋前部以外のすべての筋において、熟練者・非熟練

者の間での有意差が認められた。 

また、筋活動の開始時刻とインパクトの時間差を下に示

した。橈側手根伸筋、尺側手根屈筋、僧帽筋上部、僧帽筋

下部において熟練者と非熟練者で有意差が認められた。 

熟練者と非熟練者の筋電図波形には、インパクト期に働

く筋の持続時間に違いが見られた。熟練者の筋電図波形で

は、インパクト期に集中して筋活動が観察されるが、非熟

練者の方ではインパクト期よりも前の段階から筋活動が

起こっていることが分かった。 
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図 筋活動開始時間とインパクトの時間差 
（*p＜0.05、**p＜0.01） 

Ⅳ 考察 

インパクトと最大振幅の時間差は、熟練者は上腕二頭筋

以外の全ての筋で 0.1sec 以内となっている。非熟練者は

僧帽筋以外の全ての筋において差が 0.1sec 以上となって

おり、ハイクリアー動作時も熟練者の方がよりインパクト

に近いところで最大振幅が観察できることが明らかとな

った。熟練者は非熟練者と比較して、インパクトの局面で

筋収縮がより短い時間で効率的に行なわれていると考え

られる。筋活動開始時間においては熟練者の方が非熟練者

に比べて、オーバーハンドストローク動作で筋肉が活動し

始める時間とインパクト時刻との時間差が小さな値とな

っている。このことからラケットヘッドのスピードが熟練

者のほうが非熟練者に比べて速いと推測できる。インパク

ト直前に肘関節の伸展が起こり、肩関節－肘関節－手関節

－ラケットヘッドの順に速度の連鎖が存在し、この速度変

化がシャトルの速度を速くする背景にあると言われ、斜方

投射の考えから初速度が速ければ打ち上げの高さや距離

も大きくなるのでシャトルの打ち上げの初速度が速けれ

ば、シャトルの打ち上げ高さと距離が大きくなると言える。

よって、熟練者の方がハイクリアーの高さ、距離は大きい

ものと推測される。 

Ⅴ 結論 

非熟練者と比べて熟練者の方が、インパクトの時刻によ

り近い位置で筋活動をしていることが推測でき、ラケット

のヘッドスピードからシャトルの速度、さらにはシャトル

の打ち上げの高さ、距離にまで関係していると考えられた。

オーバーハンドストローク動作では、常に安定して打てる

ことがバドミントンの熟練度に関係し、まずストロークを

習得することが重要であると考えられた。 


